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「ダ ンス とア ー ト ・ミュー ジアム

との 出会 い」

一野外彫刻のある空間での身体表現活動-

筑波大学 村 田 芳 子

岡山大学教育学部附属中学校 太 田 一 枝

岡山県倉敷市にある大原美術館では, 教育普及

活動の一環 として, 2002年 より毎夏(8月 の最終

土日)に 「チル ドレンズ ・アー ト・ミュージアム」

を行っている。その企画の一つに 「ダンスワーク

ショップ-野 外彫刻 と遊ぼう-」 がある。これは, 

野外彫刻が点在する芝生の広場において, 彫刻か

らインスピレーションを受け, 彫刻 と直接身体で

関わりながら即興的で自由な身体表現を行うもの

であり, 参加者の反応が大 きく, 初年度か ら6年

継続実施 している唯一のプログラムでもある。

ここでは, このダンスワークショップの企画意

図と実践の様子を紹介 しながら, 戸外のアーティ

スティックな トポスに触発 され, 新鮮な心身で身

体表現を体験することの意味, すなわち 「トポス

とからだの関わり」が参加者にどのような可能性

を拓 くかについて報告する。

1. トポスとからだの関わり
-何 故この場で即興的な身体表現活動なのか-

この野外空間(分 館前の広場)に は, オーギュ

ス ト・ロダンやヘンリ ・ムーアをはじめ著名な作

家の彫刻作品が数多 く設置されている。それぞれ

の彫刻には作者のメッセージや意図があり, また, 

視覚によって鑑賞する価値のあるものであるが, 

このワークシ ョップでは, それぞれの美術作品か

ら, 視覚だけでなく, 触覚や聴覚などの身体の持

つさまざまな感覚を使って感 じ取ったものを手が

か りとして, 自己の身体表現 として表出させるこ

とを意図した。つまり, 美術作品の鑑賞を身体表

現活動によって行い, 作品 との関わりから自己を

広げる活動を目指した。

このような点在する野外彫刻 とともに, この場

(トポス)に 存在 し, 参加者の心や体 を触発する

ものは以下のように考えられる。

○ 場 との 関 わ り

野 外 、 芝 生 、 彫 刻 、 太 陽 、 空 気 、 風 …

○ モ ノ(彫 刻)と の 関 わ り

立 体 、具 象 、抽 象 、材 質 、感触 、温 度 、臭 い …

触 れ る、 登 る、 抱 きつ く、 隠 れ る 、 寝 る …

○ 場 を共 有 す る人 と人 との 関 わ り

子 ど も、 親 子 、 ス タ ッフ 、見 学 者 …

このダンスワークショップでは, これらの様々

な関わ りから触発され, 五感で, か らだで豊かに

関わ り合 う活動 として, 即興的な身体表現の活動

プログラムを中心に取 り上げた。「いま, ここで, 

私 と私たちが」新 しく生成される即興的な身体表

現 こそが, この魅力的な空間(場)を 「生 きたか

らだ ・トポスとの対話」に導いていくと考えたか

らである。

2. ダンス教育における 「即興表現」の意味と可

能性

「即興」の 「即」とは 「今 この瞬間に, 同時に」

という時間性を, そして, 「興」とは 「内から湧く, 

生 まれる」という内発性を示す言葉である。つま

り, 即興表現は, 「踊る・創る」行為が一体 となっ

た活動であり, 創造的な行為の最 も自然で純粋な

形態と言える。即興表現の魅力は, 「いまこの瞬

間に感じるままに踊る」新鮮さにあり, 音 ・モノ

などから触発 され, 他者とのコミュニケーション

の中で偶然に生まれるひらめきや計算 しない反応

が, 練 り上げた作品とは異なる生 きのよい表現を

生み出す。 また, 初 ひ者か らプロまで, 技術や経

験の差を超えて個々の持ち味を生かせる幅をもっ

た行為である。

学校におけるダンス教育においても, 踊る行為

自体の価値やプロセスを重視する考えから, 近年

即興表現が積極的に位置づけ られ, 即興表現 と

作品創作の2つ を軸 に学習内容が構成されている。

こうした即興表現は, ダンスの創造的な学習を特

徴づけるものであり, 他のスポーツの学習とは異

なる 「探求型学習(ゴ ールフリー学習)」 という

学びのスタイルとして注目されている。

このワークショップでは, このようなダンス教

育において実践されてきた 「即興表現」の内容と

方法を参考に, 彫刻(あ るいは彫刻のある野外空

間)と いう手がかりを生かせるような内容を工夫写真1 野外彫刻のある芝生の空間
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し, 参加者がそれぞれに思いを広げながら思い切

りか らだで遊べるような即興的な身体表現の快感

と気づきを促すことを意図してプログラムを構成

した。

3. ダンスワ-ク ショップの実践報告

1)実 施形態

ス タッフとして, 岡山大学モ ダンダンス部現

役部員 とその卒業生によるグループが このワー

クシ ョップの企画か ら運営 ・指導を担当してい

る。1日 に午前の部 と午後の部1回 ずつ, 各回50

分程度を基本 として, 全体進行役のワークショッ

プリーダー1名 と15人前後のス タッフによって実

施 した。スタッフは, 参加者の活動の充実と美術

作品の保全確保の両方に配慮 しなが ら, 参加者と
一緒 に即興的な身体表現を楽 しんでいる。

参加者は幼児か ら小学生の子 どもが中心である

が, 最近では親子で参加するクラス も新設し, 子

ども同士とは違うまた新たな交流が生 まれている。

また, なるべ く多 くの参加者を受け入れられるよ

うに, 予約制ではなく, 当 日のプログラム開始30

分前に参加者を受けつけている。そのため, これ

までの参加者数は, 一回のプログラムに十数名か

ら50人 まで, 実施年や時間帯によって様々であっ

た。毎回, 参加者人数や年齢層などによって, 臨

機応変に内容や方法を修正 しなが ら行った。 また, 

取 り上げる活動内容も, 参加者の反応を見ながら, 

修正 を加えよりよいプログラムを模索 している。

2)活 動内容例

(1)体 ほぐし

この活動は, 共に活動する参加者 とスタッフと

の関係をほぐす と共に, これから行 う活動の心 と

体の準備 としての意図をもつ。参加者 とスタッフ

が手をつないで円形になり, 体を揺 らした り, 走っ

た りス トップしたりするという簡単な運動 を行っ

た。(写 真2)

(2)彫 刻か くれんぼ

この活動は, かくれんぼという遊び感覚の活動

の中で, 彫刻に隠れる行為に夢中になりながら, 

自然に体が彫刻 と一体 となり, いつの間にか彫刻

を表現する体になることを意図している。隠れる

際 隠れる彫刻の特徴をまねしてそっくりになっ

ていた ら見つか らない。そして, 彫刻から彫刻へ

の移動の途中に鬼に遭遇 した際 その場所でポー

ズ(架 空の彫刻になること)を 行えば, 鬼には見

つからない というルールで行った。(写 真3・4)

写真2 手をつないで体をほぐそう

写真3 彫刻かくれんぼ(1)
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(3)「 人間彫刻」新 しい彫刻を創ろう

自分の体 を彫刻にし, 新 しい彫刻 を創る。はじ

めは, スタッフが創るポーズを参加者が体 を触っ

て直す。 その後 その役割 を交代 し, 参加者が思

い思いのポーズをとり, そのポーズをスタッフが

直し, 新 しい彫刻を創る。
この活動は, 参加者がスタッフから自立 し, そ

れぞれの自由な発想による身体表現の表出を意図

している。また, 一人だけで彫刻を創るのではなく, 

参加者同士が2・3人 で立体的に関わりをもって

新 しい彫刻を創ったり, 参加者全員で1つ の彫刻

を創る活動 も加えて盛 り上げた。他者 と体で直接

関わることによって多様で複雑な形(身 体同士の

絡み)が 生まれた。(写真5・6)

(4)「踊る彫刻」彫刻 と踊ろう

実際の彫刻の形をまねたり, 新 しい彫刻になっ

た自分の体が跳んだり転がったりして踊 り出す。

リズ ミカルな音楽とともに, 参加者が彫刻や人 と

関わりなが ら, 自由に踊 り出した。

彫刻 を手がか りにすると, どうしても止まった

形(ポ ーズ)が 中心の活動にな りがちで, ダイナ

ミックな活動にな りにくい。それを如何に連続感

につなげていくかを工夫 した活動である。 この活

動によって, 彫刻から想像が広がって自分たちの

主体的な自由な動 きが生まれていった。

そして最後に, 参加者 とス タッフ全員が一つに

なり, 大きな彫刻を創ってポーズを決めると, ギャ

写真4 彫刻かくれんぼ(2)

写真5「 人間彫刻」スタッフの創るポ-ズ が子どもたちによって創 りかえられる

写真6子 どもたちが創った新しい彫刻

写真7 みんなで一つの彫刻に
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ラリーから自然に拍手が起 こり, その中で, プロ

グラムを終えた。(写 真7)

3)参 加 した子どもたちの様子

ワークシ ョップ終了後のインタビューやアン

ケー トか ら, 楽 しかった活動 として多 くの参加者

が 「彫刻か くれんぼ」 を挙げたことがわかった。

また, スタッフの内省記録からも 「彫刻かくれん

ぼ」の活動時から, 「自分から率先 して活動をは

じめる」などの参加者の積極的な活動の様子が読

み取れた。そ して, 開始時にはやや緊張 した様子

の参加者も見 られたが, 最後には, スタッフの手

か ら離れた状態で活動を行 うことができた。

参加した子 どもの様子について, スタッフが話

してくれた次の言葉が印象的であった。

「母親に手 を引かれて途中から参加 したあまり

しゃべ らなかった5歳 の男の子 に 『どの彫刻が

気に入った?』 と聞いた。すると, 『本物の1』

と彼は答えた。偉大な彫刻家の作品より, 自由に

動 き回れて形が変わる自分たちの彫刻の方がおも

しろいのだと汲み取った。わずかに過ごしたプロ

グラムの中で, 彼のことがとても印象に残ってい

る。」

また, 毎年の実施 を繰 り返す中で, 参加者の中

にはリピーター(午 前の部に参加 した子 どもが午

後の部にも参加や毎年参加)も 多 く存在するよう

になった。

以下は子 どもたちの感想の一部である。

○かくれんぼが楽しかった(小1男8歳 男)

○彫刻 と仲良 くなれた(6歳 男)

○彫刻が 「暑いよ一」 と言っている(6歳 男)

○彫刻が動いた(小4男)

4)参 加者の家族の声

大原美術館2005年 の 「チル ドレンズ ・アー ト・

ミュージアム」が実施 した参加引率者への対面ア

ンケー ト調査より, ダンスワークショップに関す

るコメン トの一部を以下に挙げる。

○小3の 子がダンスが好 きで、これまでも毎回

参加 している。

○ 「彫刻 と遊ぼう」に去年参加 してとてもおも

しろかったので、娘は1年 後の今 日をとても

楽 しみにしていた。

○午前中、ダンスに参加。下の男の子は今 も時々

彫刻になっている。

○記念にな りそうな写真がたくさん撮れた。子

どもはすっか りはまっている。また来る気に

なったようだ。

これ らのコメントから, 参加者だけでなく, 参

加者の家族の 「ダンスワークショップ～野外彫刻

と遊ぼう～」に対する好意的な態度が伺える。

4. まとめ

美術館 という非日常の空間での身体表現活動

彫刻の ある野外 の空 間にお けるこのワー ク

シ ョップでは, 即興的な身体表現活動だからこそ

の体験 を意図 した。そこでの体験:は, 芸術作品を

知的に理解するのではなく, 個々のか らだと感覚

でまるごと作品と関わる体験 として, 受け身の鑑

賞ではなく, 芸術作品 と交流する能動的な体験に

なったと思われる。そのことによって, 参加者は, 

作品と一定距離を保ちながら視覚のみによって成

し得 る探求や発見 とは質を異にする発見や気づき

を経験することができたと考えられる。

この場での即興的な身体表現によって, 前述し

たように, 「場」 との関わ り, 「モノ(彫 刻)」 と

の関わり, 「場 を共有する人と人」といった多様

な関わ りが実際に展開された。

この 「トポスとの対話」で拓かれたものは, 「感

じるからだ(五 感)」 であり, 「関わるか らだ(開

いている)」であり, そして, 「創造するか らだ(自

由 ・生成)」 であると考えられる。 これは, トポ

スからの 「インプット」から 「アウトプット」へ

の広が りでもある。逆にいえば, 彫刻のあるこの

野外の空間(場)が, このような 「生 きたからだ」

を触発 し, 新たな発見につながったということが

できよう。

近年, 様々な場面で子 どもの心 と体の異変につ

いて取 り上げられている。このような危機的な状

況にあって, 学校教育の体育の学習に 「体ほぐし

の運動」が新たに導入 され, 他者 との生きたから

だによる触れ合いや関わり合いが 「子 どもの心 と

体, そして人間関係 を変えた」 という様 々な実践

が報告 されている。

しかし, 学校教育以外の家庭や地域においても, 

裸足になって走 りまわったり芝生の上に寝転がっ

たりするような身体活動を楽 しめる場面や, 仲間

と体を通 して交流できる場面, 全感覚を研 ぎ澄ま

した自分の体を通 して気づ き・発見するような場

面を多 く体験 させていくことが必要である。さら

に, 芸術を知的に理解するだけでなく, 研 ぎ澄ま

した個々の感覚で芸術に触れることによって育ま

れることへの期待 も大 きい。

以上のことから, 本報告で取 り上げた大原美術

館におけるダンスワークショップの取 り組みは, 

子どもの豊かな体 と心を育む教育への大 きな可能

性を示唆 していると考える。
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